Memory and it’s deformation of dotted sequence by university students by Ogawa, Yoko & Sshimada, Yumi
－ 87 －
岡山大学大学院教育学研究科研究集録　第161号（2016）87－94
「ぴょんこ」リズムの記憶と変容
― 大学生を対象とした再認実験から探る ―
小川　容子　・　嶋田　由美＊
　本研究は，大学生を対象に，短い旋律を記憶再認する際にどのようなリズム変容がおこる
のか信号検出理論に則って検討したものである。実験に用いた旋律は，リズム（等拍・ぴょ
んこ）×歌詞（促音，撥音，拗音を含んだもの・促音，撥音，拗音を含まないもの）×歌詞
のイメージ（動的・静的）×旋律構造（順次進行・跳躍進行）に配慮して作成した６種類の
新規旋律である。実験１では音楽専攻学生と非音楽専攻学生を対象とした再認実験を，実験
２では音楽専攻学生を対象に直後再認と遅延再認実験を実施した。実験１の結果から音楽専
攻学生の方が非音楽専攻学生に比べて強い確信度を保持し高い正答率を獲得していること，
両者とも「ぴょんこ」リズムの記憶が等拍リズムよりも不安定であることが明らかにされた。
実験２の結果からは，直後再認の結果が遅延再認の結果を上回ること，直後再認時の「ぴょ
んこ」リズムの記憶が等拍リズムよりもきわめて不安定であることが認められた。音楽専攻
の有無に関わらず，等拍リズムに比べて「ぴょんこ」リズムの記憶がかなり曖昧になること
から，我が国の明治後期以降の唱歌調全盛期にみられる唱歌のリズム変容との関わりが，示
唆された。
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問題提起
　1911（明治44）年出版『尋常小学唱歌（一）』所
載の《桃太郎》〈ももたろうさん／ももたろうさん〉
は等拍で記譜された唱歌である。しかし実際にはこ
の唱歌は，記憶によって歌われる際には付点８分音
符と16分音符からなるいわゆる「ぴょんこ」リズ
ム（１）で歌われる傾向が顕著である。このようなリ
ズム変容をきたす唱歌にはこの他にも同書所載の
《鳩》〈ぽっぽっぽ／はとぽっぽ〉をはじめとして
数多くあるが，学校現場での子どもの歌唱における
こうしたリズム変容に関して，『尋常小学唱歌』出
版のごく早い時期から指摘がなされていた（嶋田 
2011）。
　一方，こうした等拍から「ぴょんこ」リズムへの
リズム変容は唱歌のみならず，当時作曲された歌曲
の部類にも見受けられた。たとえば中山晋平は《あ
の町この町》の作曲にあたり，人々が「８分音符の
羅列」で書かれた曲を自然に「ハズミ」をつけて歌
う傾向にあることを認め，細かい指示（筆者注：付
点リズムの表記）をつける必要性を感じなかったと
いう証言もある（嶋田他 2010）。
　これらのリズム変容の背景として，てまりうたに
代表されるようなわらべうた，明治期に人口に膾炙
した軍歌や《鉄道唱歌》〈きてきいっせい／しんば
しを〉の影響が考えられる。しかし，等拍の唱歌の
中には「ぴょんこ」リズムに変容されないものもあ
ること，あるいは，「ぴょんこ止め」（「ぴょんこ」
リズムと等拍の組み合わせのリズム）が維持される
箇所もあることなどから，こうしたリズム変容に関
しては多角的な観点から考察する必要がある。
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　以上のような問題意識のもと，私たちは特に等拍
リズムから「ぴょんこ」リズムに変容する現象に焦
点をあて，再生や旋律創作といった諸観点から検討
してきた（嶋田他2010, Ogawa et al., 2011）。その
結果，大正期から昭和初期にかけて録音された SP
レコード音源の中に，同じ曲であるにも関わらず歌
手によって「ぴょんこ」リズムと等拍リズムの二種
類の歌い方がなされていること，《桃太郎》《鳩》の
同音が連続する箇所や，歌詞に促音・撥音・拗音等
が含まれている箇所で「ぴょんこ」リズムになる傾
向が顕著に認められることが明らかにされた。また
学生達に同曲を歌わせた際には，bpm=126程度の
早いテンポが指示された場合に「ぴょんこ」リズム
で歌唱しがちであることも確認された。
　そこで本研究では，これらの継続研究として歌詞
と旋律の関係に着目した再認実験を行うこととし
た。目的は，表１に示した６種類の新規旋律を用い
て直後再認と遅延再認実験をおこない，被験者の記
憶がどのように変容するかを明らかにすることであ
る。刺激旋律の中の旋律１と旋律６を，それぞれ図
１と図２として示す。
含まない大和言葉が歌詞として付されている。歌詞
そのものも静的なイメージを引き起こすと想定さ
れ，等拍として記憶されるであろうとの仮説に則っ
ている。一方，図２に示した旋律６はこれとは逆に，
跳躍進行が随所に見られ且つ旋律アクセントが明確
である。また，促音・撥音・拗音を含んだ歌詞を付
しており，そのイメージもきわめて動的である。恐
らく，「ぴょんこ」リズムとして記憶されるだろう
との仮説に則っている。
　リサーチクエスチョンは（１）歌詞付き「ぴょん
こ」リズムあるいは歌詞付き等拍リズムの旋律を大
学生たちはどのように記憶するのか，（２）直後記
憶と遅延記憶ではどのような違いがあるのか，（３）
音楽専攻学生と非音楽専攻学生とではどのような違
いがあるのかの３点である。なお，表１の旋律はこ
れまでの先行研究で用いた音刺激と同じであるが，
本研究では，すべての旋律を前半４小節と後半４小
節に分割して，計12個の音刺激として用いた。
実験Ⅰ
方法
被験者　岡山大学教育学部及び大学院教育学専攻科
に所属する音楽専攻学生20名と同教育学部の非音楽
専攻学生20名の計40名である。音楽専攻学生たちの
専門的な音楽訓練歴は10年以上であり，非音楽専攻
学生たちは将来小学校教員を目指しているものの，
音楽訓練歴は１年未満である。
手続き　６個の新規旋律（表１に示した６種類の歌
詞付き旋律を前半４小節と後半４小節に分割し，計
12個の中からランダム抽出）を音刺激として提示し，
メモ無しで覚えさせた。２分間の妨害作業をおこな
わせた後，音刺激を含む12個の旋律を聞かせて再認
テストをおこなった。再認時には５段階の確信度評
定（５＝とても確信がある，１＝全く確信がない）
も併せておこなった。教示は以下の順でおこなった。
（１）これから皆さんに旋律の断片をお聞かせしま
す。メモをとらずに覚えて下さい。（２）次にこの
計算問題をおこなってください。全部で30問ありま
す。（３）これから，先ほど覚えた旋律が聞こえて
きます。覚えた旋律だと思ったら○を，覚えていな
い旋律だと思ったら×を，それぞれの番号の横に記
入してください。あわせてその横の括弧には自分の
判断にどのぐらい確信があるのか，５から１の数字
を使って書いて下さい。
　調査は一斉調査とし，終了後にはグループ別イン
タビューをおこなって，各旋律に関する感想や記憶
の間違いが起こる原因等について自由な発言を求め
た。
表１　新規旋律（６種類）
図１　旋律１
図２　旋律６
　図１に示した旋律１は，旋律アクセントが弱く順
次進行を主とした旋律であり，促音・撥音・拗音を
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結果と分析　
　収集したデータは信号検出理論に則って，ター
ゲット刺激を正しく「あった」と回答した Hit 率，
ディストラクタ刺激を間違って「あった」と回答し
た FA 率，及び信号とノイズが分離される度合い（信
号検出力）である d’ を用いて分析をおこなった。
さらに，５段階の確信度評定の結果（確からしさ）
をプロットすることにより，ROC 曲線を描いて被
験者の成績について検討した。
　図３は，音楽専攻学生と非音楽専攻学生それぞれ
が等拍リズムと「ぴょんこ」リズムをどのように判
断したのか，両者の平均値を示したものである。図
に示したように音楽専攻学生達は，等拍リズムの旋
律を６割の確率で正しく「あった」と判断し，「ぴょ
んこ」リズムの旋律を７割の確率で正しく判断して
いる。一方，非音楽専攻学生達は等拍リズムの旋律
を４割の確率で，「ぴょんこ」リズムの旋律に対し
ては６割弱の確率で，正しく「あった」と判断して
いる。音楽専攻学生の Hit 率は非音楽専攻学生のそ
れよりも高く，また FA 率は低くなっている。興味
深いのは，両者とも等拍リズムよりも「ぴょんこ」
リズムのHit率が有意に高くなっていることである。
　また，音楽専攻学生の「ぴょんこ」リズムの FA
率は４割であり，等拍リズムの FA 率の倍近く高く
なっている。非音楽専攻学生の「ぴょんこ」リズム
の FA 率は約５割であり，等拍リズムの FA 率は約
４割であった。
　「ぴょんこ」リズムの FA 率が高いということは，
提示されなかったにも関わらず提示された（聞いた）
と誤って判断していることを意味しているが，この
ことは「さっき覚えた」ことと「既に知っている」
こととの間に明確な線引きができていない，あるい
は「覚えた」ことと「馴染みがある」ことを同種の
判断基準にしているのではないかと考えられる。言
い換えれば「ぴょんこ」リズムは，覚えたかどうか
という観点が曖昧になるほど多くの被験者にとって
内在化され，親しみやすいリズムパターンになって
いると言えるだろう。
　表２は，音楽専攻学生と非音楽専攻学生の d’ 値
を一覧表にしてまとめたものである。これは刺激旋
律そのものを選別する各被験者の純粋な検出力を示
したものであるが，音楽専攻学生の方が非音楽専攻
学生に比べてかなり高い値を示している。つまり非
音楽専攻学生たちは，ディストラクタ刺激とター
ゲット刺激を区別する際に多大な困難を感じている
一方，音楽専攻学生たちはそれほど困難ではないこ
とが分かる。また ROC 曲線を描いた図４および図
５からは，音楽専攻学生の曲線が山なりの弧を描い
ており，非音楽専攻学生の弧はその逆の谷なりの弧
を描いていることが認められる。言い換えれば，音
楽専攻学生の方が自分の回答に確信をもって答えた
と推測される。
図３　等拍リズムと「ぴょんこ」リズムの Hit 率と FA 率（音楽専攻学生 vs. 非音楽専攻学生）
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実験Ⅱ
方法
被験者　岡山大学教育学部に所属する音楽専攻学生
の計12名であり，実験１と重複する被験者はいない。
音楽訓練歴（平均）は10年強であり，実験１の音楽
専攻学生たちと同程度と判断した。
手続き　実験１と同じ刺激を用い，ほぼ同様の手続
きに沿って計二回の再認実験を実施した。一回目（直
後再認）の教示は同じであるが，一週間後の二回目
（遅延再認）時には，同じ被験者達を集めて次の教
示をおこなった。先日おこなった記憶実験の続きを
おこないます。一週間前に覚えた旋律だと思ったら
○を，覚えていない旋律だと思ったら×を，それぞ
れの番号の横に記入してください。その横の括弧に
は自分の判断にどのぐらい確信があるのか，５から
１の数字を使って書いて下さい。どんな旋律だった
かすっかり忘れているかもしれませんが，テストで
はありませんので自分の思ったように回答してくだ
さい。最後の感想の欄には，あなたが覚えたことや
思い出したことについて自由に記述してください。
　調査はどちらも一斉調査とし，終了後に一週間の
間の自身の記憶や様子について，また各旋律に関す
る感想や直後再認と遅延再認の違い等について，意
見交換をおこなった。
結果と分析
　 収 集 し た デ ー タ は Hit 率， FA 率，d’ お よ び
ROC 曲線を用いて検討した。等拍リズムと「ぴょ
んこ」リズムの直後再認と遅延再認は図６，二種類
の d’ 値は表３，ROC 曲線は図７と８に示した。
　図６に示したように，直後再認に比べて遅延再認
の Hit 率はかなり低下しており，さらにこの傾向は，
表２　音楽専攻学生と非音楽専攻学生のd’
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図５　非音楽専攻学生の ROC 曲線
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図４　音楽専攻学生の ROC 曲線
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等拍リズムにも「ぴょんこ」リズムにも共通して認
められる。ところが興味深いことに，FA 率にはこ
れらとは異なる様相が読みとれる。等拍リズムにお
ける直後再認の FA 率は２割とかなり低いにも関わ
らず，遅延再認での FA 率は４割程度にまで大幅に
増加している。一方，「ぴょんこ」リズムでの直後
再認の FA 率は４割，遅延再認の FA 率は５割となっ
ている。恐らく記憶直後から間違って覚えており，
しかも時間経過による修正がなされなかったのだろ
う。
　また，表３に示したように直後再認に比べて遅延
再認における被験者の感度が大幅に落ちており，図
７と図８を比較すると確信度も若干低くなっている
ことが，あわせて確認できる。
図６　等拍リズムと「ぴょんこ」リズムの Hit 率と FA 率（直後再認 vs. 遅延再認）
表３　直後再認と遅延再認時のd’
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図７　直後再認時の ROC 曲線
図８　遅延再認時の ROC 曲線
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　これらの図表から，音楽専攻学生達は記憶した直
後，等拍リズムも「ぴょんこ」リズムも７割前後の
高い正答率であり，且つかなりの自信をもって回答
しているようである。一週間が経過すると，等拍リ
ズムも「ぴょんこ」リズムも正答率は５割程度にま
で下がるものの，確信度自体はそれほど低下せずに
「ぴょんこ」リズムのディストラクタ刺激を間違っ
て「あった」と回答している。しかし，記憶期間が
一週間以上長く延びた場合には，この正答率はさら
に下がる可能性があり，あわせて確信度そのものも
かなり低下するのではないかと予想される（表４）。
　いずれにしても，この「ぴょんこ」リズムへの間
違った認識は，実験１の非音楽専攻学生とも共通す
る点である。覚えていないにも関わらず「覚えた」
と判断する原因の一つに，旋律に対する何らかの既
知感との関連が強いことが考えられる。一方で表４
の被験者のコメントにもあるように，記憶保持期間
中に，リズムに注意を向けたり復唱したりといった
方略を使うことで，この成績が変わることは十分予
想されるため，こうした点については今後の課題と
して検討したい。
総合考察
　本研究では，歌詞，歌詞のイメージ，旋律構造と
いった複数の要因を統制した新規旋律を用いて，等
拍リズムと「ぴょんこ」リズムに焦点をあてた二種
表４　音楽専攻学生たちの感想（調査後の発言も含む）
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類の再認実験をおこない，大学生の旋律記憶の様相
を検討した。実験１では音楽専攻学生と非音楽専攻
学生の比較をおこない，実験２では音楽専攻学生を
対象に直後再認と遅延再認を比較して，それぞれの
相違を明らかにした。
　被験者たちのデータはどちらも，ターゲット刺激
を正しく認識した Hit 率，ディストラクタ刺激を間
違って認識した FA 率，各被験者の信号検出力であ
る d’ と判断する際の確からしさを測定する ROC
曲線を用いて検討した。
　まず，実験１の結果を７項目にまとめる。
（１） 音楽専攻学生たちの等拍リズムの Hit 率は６
割，「ぴょんこ」リズムの Hit 率は７割であっ
た。
（２） 非音楽専攻学生たちの等拍リズムの Hit 率は
４割，「ぴょんこ」リズムの Hit 率は６割弱
であった。
（３） 音楽専攻学生たちの等拍リズムの FA 率は２
割，「ぴょんこ」リズムの FA 率は４割であっ
た。
（４） 非音楽専攻学生の「ぴょんこ」リズムの FA
率は約５割であり，等拍リズムの FA 率は約
４割であった。
（５） 両者とも，等拍リズムよりも「ぴょんこ」リ
ズムの Hit 率，FA 率が共に有意に高くなっ
ていた。
（６） d’ の値から，音楽専攻学生たちの選別感度
は非音楽専攻学生たちよりもかなり鋭いこと
が確かめられた。
（７） ROC 曲線から，音楽専攻学生たちの方が非
音楽専攻学生に比べて，確信をもって答えて
いることが分かった。
　次に，実験２の結果を６項目にまとめる。
（１） 等拍リズムの直後再認の Hit 率は７割弱であ
り，遅延再認の Hit 率は５割であった。
（２） 「ぴょんこ」リズムの直後再認の Hit 率は７
割であり，遅延再認の Hit 率は５割程度で
あった。
（３） 等拍リズムの直後再認のFA率は２割であり，
遅延再認の FA 率は約４割であった。
（４） 「ぴょんこ」リズムの直後再認の FA 率は４
割であり，遅延再認の FA 率は５割であった。
（５） d’ の値から，直後再認時の選別感度は遅延
再認時のそれよりも鋭いことが確かめられた。
（６） ROC 曲線から，直後再認の方が遅延再認時
よりも確信をもって答えられていることが分
かった。
　あわせて，冒頭のリサーチクエスチョンへの回答
を３項目にまとめる。
（１） 被験者たちの記憶の仕方として，旋律と歌詞
を一体化させて丸ごと覚える方法と，歌詞に
より注意を向ける方法の二種類が報告され
た。旋律構造やリズムの違いに焦点を当てて
覚え方を工夫したという報告は，なされな
かった。
（２） 直後記憶の方が遅延記憶よりも Hit 率，感度，
確信度共に高く，FA 率は低かった。しかし，
「ぴょんこ」リズムの FA 率は等拍リズムの
FA 率よりも高く，「ぴょんこ」リズムをよ
り間違って認識していた。
（３） 音楽専攻学生の方が非音楽専攻学生よりも
Hit 率，感度，確信度共に高く，FA 率は低かっ
た。等拍リズム，「ぴょんこ」リズムに対す
る両者の回答傾向は良く似たものであった。
　以上，音楽専攻学生と非音楽専攻学生との比較，
直後再認と遅延再認の比較という二つの実験をおこ
なうことで，等拍リズムと「ぴょんこ」リズムのそ
れぞれの記憶に関して，特徴的な側面を明らかにす
ることができた。中でも「ぴょんこ」リズムに関し
て，間違って覚えているにも関わらず正しいと被験
者が確信しているという現象は，興味深いこととい
える。しかも，この現象が非音楽専攻学生のみなら
ず音楽専攻学生においても認められたこと，さらに，
遅延再認においてその傾向がより強まると明らかに
されたことは，きわめて有意義である。
　本人は「正しく」覚えているつもりでも実は間違っ
たリズムであったり，別の旋律や歌詞であったりと
いうことは，実際に私たちの身の回りでよく見られ
る。さらに，被験者たちの感想欄に記入されたコメ
ントや発言にあるように，「ぴょんこ」リズムそれ
自体に馴染みがあり，親しみやすく懐かしい曲調と
してとらえられたことも，間違いを誘発させた一因
であったろう。あるいは，歌詞をきちんと覚えよう
と意識を集中させたために，歌詞にふさわしいリズ
ムを無意識に選択したとも考えられる。曲や節回し
を歌い継いでゆく間には，こうしたさまざまな意図
的・無意図的な事由が重なって，原曲とは異なるリ
ズムがいつの間にか定着するのかもしれない。
　これらを総合すると，明治後期以降のいわゆる唱
歌調全盛期に起きた「ぴょんこ」リズムの現象も，
等拍リズムの記憶→再認・再生時に起こった変容現
象ととらえられるのではないか，今回の遅延再認実
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験の過程と，かなり類似した現象が起こったのでは
ないかといった大胆な仮説も立てられそうである。
つまり，元々は等拍リズムであった曲が愛唱される
うち，（１）歌詞によりふさわしいリズムとして長
短リズムが選択され，（２）他の流行していた歌と
混ざり合うことで，「ぴょんこ」リズムとして内在
化され，（３）変容と意識されることなく人々の間
に広く伝播していったのではないか，というもので
ある。こうした仮説を立証するためには，一連の実
験で設定した要因を含めて複数の変数を投入し，時
系列を加味したより大きな枠組みの中で，現象の発
生・伝播・変容・消滅といったことを一つひとつ検
証する必要があろう。さらに，コホート研究のよう
な経年要因を組み込んだ調査手法との併用も検討し
てみたい。
　歴史的現象は，さまざまな事象が複雑に絡み合っ
て生成されたものであり，諸変数が多層的に影響し
合い関連し合っていると考えられる。複数の観点を
重ねることで，抽象的な思考から具体的な解釈へと
進めることができる。本研究で得られた成果を踏ま
えつつ，今後は「ぴょんこ」リズムの伝播過程に関
する詳細な『説明モデル』が提示できるよう，さら
なる追実験・追研究を実施する所存である。
付記
　本研究の一部のデータは，2015年香港教育大学で
開催された「The 10th Asia-Pacific Symposium on 
Music Education Research」で口頭発表済みであ
る（Ogawa,Y., Shimada,Y., Mito,H., & Murao,T. 
2015）。
　実験実施にあたり，実験１及び実験２の被験者全
員に，データはすべて統計的に処理し個人を特定す
ることのないことを伝え，同意を得た上で実験をお
こなった。
注
　（1）これまで「ぴょんこ節」などの名称で呼ばれ
てきた，付点８分音符と16分音符で記譜されるとこ
ろの曖昧な比率による長短二音の反復のリズムを，
筆者らは「節」ではないという観点から，「ぴょんこ」
リズムという名称で扱っている。
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